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　平成 30 年 1 月 2 日から 14 日の 13 日間、福岡県福岡市にある海の中道海洋
生態科学館 ( マリンワールド海の中道 ) の飼育実習に参加した。大学では動物園
水族館での飼育実習に相当する科目はなく、授業単位とはならないものの、就
職に関わるインターンシップの一環として参加したものである。
　初日に実習の事前説明を受けた後、講義「博物館概論」を受講して館内見学
を行った。学習交流課の岩田さんによる、「海の中道海洋生態科学館の歴史や組
織概要など」・「実習生としての⼼得」・「マリンワールドの使命」についての話
であった。同館は平成 29 年 4 月にリニューアルオープンしたばかりである事、
館の目指すテーマ、会社組織について詳細な説明があった。「実習生としての⼼
得」について、「返事・挨拶は必ずする事」・「身だしなみやお客様への態度に注
意する事」・「積極的に行動する事」を特に注意して実習に臨むように仰っていた。
　「マリンワールドの使命」のとは、下図のように教育・研究・レクリエーショ
ンが融合した展示を感動を通じてお客様への自然保護への理解をうながすとい
うものである。この使命のもと、職員の方々が⼼掛けている事は「まず自分が
楽しむこと」、それを「お客様にも楽しんでいただく」という事だという。
　2 日目からは海洋動物課での実習となった。まずは展示担当チームでの実習
で、館外の「かいじゅうアイランド」内のアザラシ・カマイルカ、館内のスナ
メリの飼育・管理を見学した上で、朝のアザラシ給餌に立ち会った。そこでは
呼気、⼝腔内、体表の異常をチェックしていた。また、「パクパクアザラシ」と
名付けられているお客様にアザラシの給餌をして頂くというイベントの準備も
手伝った。
　餌として冷凍餌を与えていたが、これには①寄生⾍を殺すため・②保存があ
る程度可能であるため・③安定した餌料を確保するため、といった理由がある。
冷凍餌は本来の⿂に含まれている栄養素が少なくなっているので、海棲哺乳類
用ビタミン剤 ( シービタ・美らビタミックス ) を挿入して与えていた。餌を解凍
する際には餌洗いというのを行った。餌洗いは海水に浸けて解凍している⿂を
 
1 ⽉ 2 ⽇から 14 ⽇の 13 ⽇間、海の中道海洋⽣態科学館（マリンワールド海の中道）の飼
育実習に参加させていただいた。 
1 ⽇⽬は 事前説明、博物館概論の講義を受けた後に 内⾒学をした。 
学習交流課の岩⽥さんにまず、「海の中道海洋⽣態科学館の歴史や組織概要など」、「実習
⽣としての⼼得」、「マリンワールドの使命」を教えていただいた。 
「海の中道海洋⽣態科学館の歴史や組織概要など」では 4 ⽉にリニューアルオープンし
た事、館のテーマ、会社説明をして頂いた。「実習⽣としての⼼得」では「返事・挨拶は必
ずする事」、「⾝だしなみやお客様への態度に注意する事」、「積極的に⾏動する事」を特に注
意して実習に臨むように仰っていた。「マリンワールドの使命」の際には下図のように教育・
研究・レクリエーションが融合した展⽰を感動を通じてお客様への⾃然保護への理解をう
ながすという説明をいただいた。 
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職員の⽅々が⼼掛けている事は「まず⾃分が楽しむこと」、それを「お客様にも楽しんで
いただく」ということだった。 
2 ⽇⽬からは海洋動物課での実習となった。 
まずは展⽰担当チームでの実習で、館外の「かいじゅうアイランド」内のアザラシ、カマ
イルカ、館内のスナメリの飼育・管理をしていた。朝のアザラシ給餌に⽴ち会わせていただ
き、そこでは呼気、⼝腔内、体表の異常をチェックしていた。また、「パクパクアザラシ」
というお客様にアザラシの給餌をしていただくイベントの準備もさせていただいた。餌に
ついて、冷凍餌を与えているがいくつか理由がある 
① 寄⽣⾍を殺すため 
② 保存がある程度可能であるため 
③ 安定した餌料を確保するため 
冷凍餌は本来の⿂に含まれている栄養素が少なくなっているのでビタミン剤（シービタ・美
らビタミックス）を挿⼊して与えていた。そして解凍の際には餌洗いというのを⾏う。餌洗
いは海⽔に浸けて解凍している⿂を⽔道⽔でかき混ぜながら⽔を⼊れ替えることである。
そうすることで解凍を早めている。切り⾝の⿂の場合は切り⼝からもしかしたら海⽔の菌
などがはいるといけないので⽔道流⽔で解凍を⾏なっていた。解凍が終わった餌は⽔と氷
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水道水でかき混ぜながら水を入れ替える事であり、これによって解凍を早めて
いた。切り身の⿂の場合は切り⼝からの海水の菌などの混入を防ぐために水道
流水で解凍を行なっていた。解凍が終わった餌には水と氷を入れ、乾かないよ
うに、痛まないようにしていた。
　飼育員担当の方からは、「最も大切にし、そして普通に行っている」作業が観
察であり、「何気ない動きの変化を見逃さないようにしていく事がとても重要」
である、とうかがった。
　実習 3・4 日目はイルカチームでの実習だった。主にイルカショーでのショー
個体の飼育・管理を体験した。バンドウイルカ 10 頭・カマイルカ 2 頭・ハナ
ゴンドウ 2 頭・コビレゴンドウ 2 頭のそれぞれの頭数がいた。個体ごとに決め
た餌料を 1 日数回、その都度計量して解凍していく。
　餌となる⿂はサバ・イカ・シシャモ・ホッケ・サンマで、毎日記録している
餌料日誌を確認しながら、その日の体調も考慮してバランスを考える。また、
獣医と毎日意見交換し、体調の悪い個体は投薬を実施する。飼育員さんは「飼
育員は確実に投薬をする。手渡しできちんと食べたかを確認する事」と仰って
いた。朝の給餌の際には検温をしたり、動かしたり、触れたりして健康状態を
よく観察する。イルカは餌から水分補給をしているので、食欲のない個体は脱
水状態になったりする。そのためにゼラチンを与えたり、カテーテルで胃に水
を注入していた。プールの水質管理も行なっており、毎日計測していた。この
ように細かく記録していく事で、動物の健康管理に役立つのだ。
　実習 5・6 日目はアシカチームで、担当している動物はアシカ 10 頭、アザラ
シ 2 頭、ペンギン 20 羽だった。アシカの給餌を見学させていただいた。給餌
は朝とショー後（3 回～ 4 回）に分けて、その日の個体の様子に合わせて行っ
ていた。ショー用の餌は小さく切り、内臓も取った。それは、餌＝褒美をあげ
る頻度を増やす、内臓が⾶び散って見た目が悪くならないように、内臓が嫌い
な個体もいるから、ということだった。
　ペンギンはタグの色で個体識別をしており、一目でどこで生まれたかが分か
るようになっていた。人⼯育雛で産まれたヒナが 2 匹おり、見せていただいた。
自然育雛と人⼯育雛では餌付き方、人馴れ具合がまるで違うと仰っていた。ア
シカ、アザラシ、ペンギン、ラッコは臆病なためほとんど距離をとっての見学
であった。
　実習 7 日目は学習交流課での実習だった。マリンワールド内の「情報ひろば 
うみのたね」の立ち上げ作業、担当水槽の水温測定、給餌、ワークシート学習、
ワークショップで子供達にサメの⻭の標本作製をしてもらう下準備をした。『水
族館とを通して「教育」ということに力を入れており、外部との連携の役割も
している』と仰っていた。
　そして 8 日目からは⿂類課で各フロアに分かれての実習だった。2 日間は大
水槽、その後 2 日間は 3 階の水槽、最終日は 2 階の水槽の担当であった。ま
ず、朝水温測定をさせていただいた。その際、水銀温度計を使用し確実に測る。
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水銀温度計を使う理由は「精度が⾼く、熱が伝導しやすいので速く測定できる」
からとお聞きした。その日はクラゲ水槽を主に担当した。触れたり掃除したり
する際、多種のクラゲが混入しないように細⼼の注意を払う必要があった。特
にミズクラゲは繁殖力が強く、育てたいクラゲが育たない例が多々あったとの
ことで、掃除道具、温度計は各水槽に置いてあり、バケツやタオルも同じもの
を使わないように言われた。飼育員の方から「⿂は水が全てであり、病気など
に感染してうつりやすい、水には細⼼の注意を払わないといけないよ」と教え
ていただいた。⿂の病気、飼育方法、輸送方法なども今までの 1 つずつの積み
重ねで成り立っている。まだ、勉強することやわからないこともあるので考え
ていかなければならないと仰っていた。
　次の日にはイカの搬入作業の手伝い、各水槽の給餌、クラゲ換水の作業をさ
せていただいた。水槽掃除の際、「サイフォン」という掃除方法を教えていただ
いたり、濾過槽の仕組み、水槽の構造も教えていただいた。専⾨用語が多く、
自分で勉強しなければならないのでこれから調べようと思う。
　この実習で、飼育員で 1 番大切なことは飼育であり、日頃の観察、情報共有
などが重要であること。そして 1 つ 1 つの作業には意味・理由がありそれを理
解することが大切だと感じた。
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